
 

【 第１５回熊本大学定例学長記者懇談会 】 

 

日   時： 令和４年９月１４日（水）１４：００～１５：００（予定） 

 

場   所： 本部棟１階 大会議室 

 

本学出席者： 熊本大学長 小川 久雄（ｵｶﾞﾜ ﾋｻｵ） 

       理事・副学長（研究・グローバル戦略担当）大谷 順(ｵｵﾀﾆ ｼﾞｭﾝ) 

              理事・副学長（大学改革・評価担当）富澤 一仁（ﾄﾐｻﾞﾜ ｶｽﾞﾋﾄ） 

     理事（広報・ブランディング・行政連携担当）宮尾 千加子（ﾐﾔｵ ﾁｶｺ） 

 

内 容： 

 
１． 文部科学省令和４年度大学教育再生戦略推進費「地域活性化人材育成事業～SPARC～」の採択 

について（資料１） 

 

２． ウクライナ難民支援日本人学生ボランティア活動報告について（資料２） 

 

３．その他 

・令和３年度大学入学者選抜における好事例の選定について（資料３） 

・数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）」の認定等について（資料４） 

・工学部３年次編入学定員の増員について（資料５） 

 

※新型コロナウイルス感染症の感染対策を徹底した上で開催いたします。 
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文部科学省ホームページ
（https://www.mext.go.jp/a̲menu/koutou/kaikaku/sparc/index.htm）



( 公立)
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学長 堤裕昭

（R6設置予定）

( 国立)

（大学等連携推進法人）熊本地域大学ネットワーク機構（仮称）（R5年度中の認定を目指す）

理事会 社員総会 大学等連携推進評議会

情報基盤融合学環（仮称） 収定16 0
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事務局
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Reskill Skill-up
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効
果

地元就職率UP ５１%→７0 ％

地域が求める人材UP 42%→9 0 ％

グローバルコミュニケーション能力UP1.8%→10 ％

数理・データサイエンス・AIスキルUP ０→２大学

女性の活躍推進 2３%→４5 ％

実用英語
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( 私立)

熊本オフィス

学長 山田清志

九州キャンパス長 木之内均

事業参加大学

事業協力大学

経営戦略論

ｱｸﾞﾘﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論
・データサイエンス等
自大学にない科目
を連携開設科目と
して開設
・人的資源を活用

半導体関連分野科目を
「地域学」と して捉え
共通教育化

グローバル企業の熊本進出を
契機に、グローバル人材育成
強化

R10年度以降展開

文部科学省 令和４年度大学教育再生戦略推進費
「地域活性化人材育成事業～SPARC～」

熊本大学「情報基盤融合学環（仮称）」設置
構想については、今後、文部科学省大学設
置・学校法人審議会の審査を受ける予定で
す。構想は審査結果によって確定するもの
であり、変更の可能性があり ます。



ウクライナ支援 
活動報告 

熊本大学 法学部 2年 
野尻 有紗 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01
活動概要

主催 : 日本財団 
　　　ボランティアセンター

協力：SocialWork HUB 



Group4  予定

8/15(月)  出国

8/16(火) 
イスタンブール空港経由　ウィーン（オーストリア）着
Social Work HUBにてオリエンテーション（ウィーン泊） 

8/17(水)  バスでプシェミシル（ポーランド）へ移動

8/18(木)～8/27(土)  10日間の活動

8/28(日)  バスでウィーンへ移動（ウィーン泊） 

8/29(月)  マウトハウゼン強制収容所見学（ウィーン泊） 

8/30(火)  ウィーン発　イスタンブール空港経由

8/31(水)  帰国

01
活動概要



02
現地での
活動

①プシェミシル駅での荷物運び・ゴミ拾い

２日に１回の
ドイツ行き無料列車



02
現地での 

活動

①プシェミシル駅での荷物運び・ゴミ拾い 

直前に活動した
Group3の学生が 

設置した 
ポスター 



02
現地での 

活動

②Warehouse(一時避難所)の立ち上げ 

・カーペット敷き 
・トイレ掃除 
・運営方法決め 



02
現地での 

活動

②Warehouse(一時避難所)の立ち上げ 



02
現地での 

活動

③Arrival center(ウィーン)での出来事 

折り紙の寄付  壁に飾られた絵  子どもたちと遊ぶ様子 



03
活動の 
振り返り

・全国各地から集まった学生との出会い 
・どんな状況でも前に進み続けるメンバーの姿 
・活動中に感じた無力さ 
・寄り添うとは何か？ 
・日本でもできる支援 



04
今後の 
目標 

自身の経験を伝える 
 

授業を通して発表 
 

・ボランティア実践(10月1日(土)予定)
・Multidisciplinary Studies
・GLC Foundation Seminar
 
・日本人学生だけでなく、留学生にも伝　 
　える 

日本での継続的な支援 
 

ディスカッション 
 

・自身の経験を伝え、日本でもできる支 
　援について若い世代の人と考える 
　(例)日本語支援 
 
・グローバル視点から、国際支援・国際 
　協力について考えを深める 
 
・世界で起こっていることから目を背け 
　ず、アクションを起こしてほしい 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文部科学省ホームページ
（https://www.mext.go.jp/content/20220818-mxt̲daigakuc02-000005145̲2.pdf）より抜粋



熊本大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム取組概要

大学教育統括管理運営機構教養教育実施本部

数学・統計学部会

熊本大学 大学教育統括管理運営機構熊本大学 大学教育統括管理運営機構

大学教育統括管理運営機構教養教育実施本部

情報科目部会

熊本大学教務委員会

数理・データサイエンス・AI教育プログラム専門委員会
熊本大学教務委員会

数理・データサイエンス・AI教育プログラム専門委員会

カリキュラム評価委員会
（自己点検・評価）教務委員会

プログラム科目
文学部・教育学部

法学部
理学部

医学部
医学科

医学部
保健学科

薬学部 工学部

必須科目

情報基礎A

情報基礎B

文系のための数学入門a 統計学I 数学の世界c 保健衛生統計学 数学の世界c 確率統計

選択科目
文系のための数学入門B
文系のための数学入門C

微分積分I・II
線形代数I・II

数学概論
統計学概論

数学概論
統計学概論

微分積分I・II
線形代数I・II

＊必須科目の単位の修得を修了要件とし、選択科目は履修を推奨する科目である

附属数理科学総合教育センター附属数理科学総合教育センター

• 入学時ガイダンスでのプログラム周知
• 教員が駐在し、数理・データサイエンス科目に関
する質問を常時受付

• ホームページにて数理・データサイエンス科目演
習問題の掲載

• 教育の質向上のための数理データサイエンスセミ
ナーの実施

• 地域・協定校と連携し、県内の数理・データサイ
エンス教育の強化・促進

プログラムの目的プログラムの目的

プログラムの運営・内容と質の向上

本学の数理・データサイエンス・AI教育の推進を行い、AI・データを使いこなす力やデータ
サイエンスを活用して新たな価値を生み出す能力を備えた人材を輩出する。

身につけることができる能力身につけることができる能力

データサイエンスの手法とAIの仕組みを理解し、学習内容を応用発展させる基礎力が身に付
けられる。現代社会におけるAI・データサイエンスの利点および注意点が理解できる。
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D X の成功例

数理データ サイ エンス

A I 教育プログラ ム

数理データ サイ エンス

A I 教育プログラ ム

DX 時代に活躍できる人材を育成するため、 理系文系を問わず

全学部を対象と し てデータ サイ エンス教育を行っ ています。

下記必修科目以外にも 対象科目があり ます。 ぜひ履修し てみよう ！

令和 4 年度開講科目

熊本大学熊本大学

開講し ています！

D X と は…D ig ita l Tr a n s f o rm a tio n の略。 データ やデジタ ル技術によっ て社会生活やビジネスが変容し ていく こ と 。

D X 人材の育成は、 今後の日本の重要な課題！

AI / 機械学習による自動運転技術・ 道路交通情報通信システム。

・ イ ンタ ーネッ ト 通販

顧客の注文履歴を参考に AI が学習・ 分析するこ と で、 次に何を

買う かを予測し 顧客にスムーズに商品を配達でき るよう に商品

を顧客の近く の倉庫にあら かじ めスト ッ ク し ておく 。

AI / 機械学習による健診データ を利用し た将来の疾患発症予測や

海外渡航帰国者の熱帯感染症の疾患の判別など。

・ 医療

ビッ グデータ 解析により ゲノ ム解析のスピード アッ プと コ スト

ダウンにより 遺伝子研究が進化。

・ 生物学

・ 自動車産業

文・ 教・ 法 理 医 - 医 医 - 保 薬 工

文系のための
数学入門

数学の
世界 C

統計学 I
保健衛生
統計学

数学の
世界 C

確率統計

情報基礎 A ・ B

熊本大学　 大学教育統括管理運営機構 

附属 数理科学総合教育センタ ー

E-mail: msec-office@kumamoto-u.ac.jp
黒髪北地区 全学教育棟 A 棟 3 F

お問い合わせ >>

・ こ れから 必要になっ てく ると 思っ た。

・ 自分の知見を広げるこ と ができた。

・ 定性的な見方と 定量的な見方ができ るよう になっ た。

・ データ サイ エンスは初めて習っ たが非常に興味深かっ た。

・ データ サイ エンスがどう いう も のなのかが理解でき た。

・ 日常生活でも 活用さ れているこ と を知るこ と ができ た。

・ データ を読み取る力がついた。

先輩から の声



工学部３年次編入学定員の増員について
学 科 入学定員

土木建築学科 10人 → 10人

機械数理工学科 10人 → 12人

情報電気工学科 20人 → 35人

材料・ 応用化学科 5人 → 8人

全 体 45人 → 65人

※令和５年度の入学定員（予定）であり、今後、変更の可能性がある。
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